
戯曲にしぼられず､劇場にしぼられず

両大戦問期のドイツにおけるアジプロ演劇について

萩　原　　　健

はじめに

1920年代後半から30年代の初めにかけて､ドイツで

は左右両翼の対立抗争が激しさを増し､その流れの中で

各地にいわゆる(アジプロ隊Agitprop⊥Truppe)が出現

した｡これはドイツ共産党のアジテーションとプロパガ

ンダ､すなわち扇動と宣伝を目的とし､既存の劇場以外

の場所も上演の場として移動公演を展開するという､労
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働者を中心とした集団だが-く劇団)ではなく(隊)

と呼ばれていたことに､移動公演を原則としたその活動

の内容がうかがえるだろう-､その数は､ 1926年に2

隊､ 27年には4､ 5隊だったのが､ 28年には42隊､ 29

年には62隊､と急速に増加したU)fこの数字は27年か

ら31年までドイツ労働者演劇研究のためにベルリンに

滞在した千田是也によるもので､彼は複数のアジプロ隊

と交流し､共同作業も行っているが､これについては後

述する)｡

なぜ当時のドイツでこれほど急激にアジプロ隊が増加

したのだろうか?まず思い起こされるのは当時の社会

的･政治的状況である｡その頃のドイツではいわゆる

(黄金の20年代)の経済的活況が繁りを見せ､ 29年には

世界恐慌が起こって､低所得の労働者層がヴァイマル共

和国政府に対する不満をいっそう募らせるようになり､

また中間層も半ばプロレタリア化して､失業した俳優の

多くが労働者との団結を深めるようになっていた｡この

ような状況がアジプロ演劇の爆発的な拡がりの大きな理

由だったことに疑いはなく､こうした動きについては平

井の『ベルリン』や『ダダ/ナチ』 (ともに三巻本)､あ

るいはホフマンの『集団の演劇′Theater der壬ftillektive』

などから知ることができる｡だが理由はそれだけだった

のだろうか｡当時のアジプロ演劇には労働者層を引きつ

ける何らかの新味もあったのではないだろうか｡また､

平井の先行研究は演劇に限らず両大戦間期当時の文化事

象全体を視野に収めた文化史研究であり､ホフマンのそ

れは当時の労働者演劇全般に関する一次資料を集成し注

釈を施したものにとどまっているばかりか､そもそも壁

崩壊前の東独における研究である｡ 21世紀の現在におい

て両大戦間期のドイツ･アジプロ演劇を考えた場合､そ

の姿は新しい形をとって浮かび上がるのではないだろう

か｡本稿では､当時の代表的なアジプロ隊の実践を具体

的に点検することにより､劇作家研究･戯曲作品研究を

主とした従来のドイツ演劇研究でおざなりにされてきた

アジプロ演劇に光をあて､その見取り図を､また､その

独自性および演劇史における意義を明らかにしたい｡

1.ドイツ･アジプロ隊運動-その背景

ドイツ･アジプロ演劇の手本となったのは何よりもソ

ヴイエト･ロシアにおける演劇だった｡ロシア革命の翌

年に成立したドイツ共産党(KPD)はソヴイエト･ロシ

アの文化政策にならい､労働者による労働者のための芸

術･プロパガンダ活動を主導するようになった｡そして

ロシアで労働者の文化団体(プロレトクリト)が発足し､

世界各国の同胞に同様の組織の設立が呼びかけられる

と､これに応じて､たとえばベルリンでは(プロレタリ

ア劇場)が創設された｡また革命3周年を記念し､俳優･

観客あわせて数万人を動員して革命の光景の再現を試み

た群集劇『冬宮襲撃』 (1920　と同様､ドイツでも群集

劇がライブツイヒを中心に上演された1920年～24年)｡

あるいはKPDの主導ないし後援のもと､たとえば劇作

家ヴァンゲンハイムGustavvonWangenheimは共産党

シュプレヒコール『労働の合唱ChorderArbeit』 (1922)

や『七〇〇〇7000,』 (1924)を制作､演出家ピスカート

アErwinPiscatorは､歌や踊り､器械体操などを採り入

れた共産党大会のためのレヴュー『赤いレヴューRevue

RoterRummel』 (1924)や『にもかかわらず! Trotz

alledem!』 (1925)を演出した｡

このように第一次大戦後､共産主義のプロパガンダを

図るドイツ･アジプロ演劇運動の基盤は徐々に整ってき

たが､その確立､および拡がりを決定づけたのは1927

年の二つの出来事だった｡一つはロシア･モスクワの移
シ-ニヤ･ブル-ザ

動劇団(青シャツ隊)のドイツ客演､もう一つはKPD

肝煎りの(共産青年同盟(KJVD)第-アジプロ隊)の活

動の開始である｡

(青シャツ隊)はモスクワのジャーナリスト専門学校

の学生が1923年に結成した劇団で､名称は青いシャツ

とズボンというメンバーの制服に由来している｡彼らは

場所や条件を選ばない移動舞台を身上としていたが､こ

れは赤軍兵士や労働者のクラブ活動から生まれたいわゆ

る｢生きた新聞｣の伝統を引き継いだものだった｡ ｢生

きた新聞｣とは､新聞から題材をとり､五･六人の出演

者が登場し､国内外の事件を観衆に知らせたあと､シュ

プレヒコール､合唱､アコーディオン演奏､器械体操な

どを行うもので､冒頭の事件報告は時に寸劇仕立てで行

われた(この背景には当時のロシアの低い識字率があっ

た)｡ (青シャツ隊)はこうした｢生きた新聞｣の活動を

手本とし､プロの台本作家を擁する劇団として成立した

最初の劇団だった｡ダンスやパントマイム､アクロバッ

ト､体操などのアトラクションをふんだんに取り込んだ
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彼らの舞台は同時代のロシアの大衆文化を集約したもの

であり､まだ彼ちは劇作家のマヤコフスキーや演出家の

メイエルホリド､映画監督のエイゼンシテインとも深く

連帯していた点で独特だった｡この(青シャツ隊)の成

功に刺激され､間もなくロシア各地に同様のグループが

結成されていき､いわゆるシーニヤ･ブルーザ運動が展

開されるのだが､ 26年10月にモスクワで全体会議が開

かれたときにはこの運動に5000のグループ､ 10万人の

メンバーが所属するまでの規模になっていた｡

(青シャツ隊)とシーニヤ･ブルーザ運動の活発な活

動については同時代のドイツに十分伝えられていた｡そ

して1927年､国際労働者救援会(IAH)ドイツ書記局に

よる(青シャツ隊)の招曙が実現し､ 10月5日から12

月18日までのドイツ巡演が行われる｡そのうちベルリ

ン公演(10月7日～9日)は､先述のピスカートアが9

月に旗揚げしたばかりの個人劇団ピスカートア･ビュー

ネの拠点であるノレンドルフプラッツ劇場で行われた

が､その内容は次のようなものだった｡まずソヴイエト

中央紙を擬人化してローマの剣闘士の衣装を身につけた

メンバーが行進したあと､寸劇『中国での事件』が演じ

られ､アトラクション体操が挟まれて､再び寸劇『フォー

ドとわれわれ』､ 『(十月)後十年』､ 『赤軍』が演じられる｡

そのあとジャズバンドの演奏があり､寸劇『新しい生き

方のために』､パロディー劇『ヨーロッパのダンス』が

演じられ､ロシアの歌の合唱､ハーモニカのソロ､女性

労働者の歌と踊り､即興が行われて結びとなる｡

この上演を許して､ 10月12日の『赤旗』 (ヴイルヘル

ム･ピーク評)は｢観客の大多数は(シーニヤ･ブルー

ザ)の言葉を理解しないけれども､身振り､動き､抑揚

がかれらの意志をわからせてくれる｡かれらが宣伝して

いるのは､われわれの問題である｡それはまた直ちに､

(シーニヤ･ブルーザ)と労働者たちの間に､きわめて

緊密な関係を生んだ｣といい､ ｢この劇団の演目は最良

のプロパガンダである｡それは直接労働者の生活から出

て来て､われわれの理念の宣伝に役立つ｣(2)と記して､

(青シャツ隊)の上演が労働者による労働者のための演

劇の手本であることを強調している｡また千田是也もこ

れを観て､ ｢その軽快で多彩でファンタスティックな演

技に惚れ込｣んだ､と書き留めている(3)巡演はその

後もドイツ各地で成功を収め､彼らがロシア革命10周

年祝典に登場したことで反響は最高潮に達し､最終公演

は二度日延べされて､ 12月18日､再度のベルリン公演

(於･ア-ドラースホ-フ)で締めくくられた(4)｡

この(青シャツ隊)のドイツ客演は独ソ両国の労働者

演劇にとって初めての直接的な接触であり､ドイツ各地

での公演後､これに刺激された多数のプロレタリア演

劇グループが直ちにアジプロ隊を結成した｡ただしこ

こで注意しておきたいのは､ (青シャツ隊)の客演だけ

が契機だったのではなく､これに先立って共産青年同盟

(KJVD)の第-アジプロ隊が設立されており､これが(育

シャツ隊)の客演後､その活動を活発化させ､他のドイ

ツ･アジプロ隊の大きな手本になったということであ

る｡

和VD第一アジプロ隊の前身は俳優マクシム･フアレ

ンティーンMaximVallentinがベルリン･ヴェデイング

地区の若いコミュニストたちを組織してつくった(ヴェ

デイング演芸隊(演劇隊))である｡これが1927年に

KJVDの指定を受けて再組織され､ KJVD第一アジプロ

隊となったのだが､その第一回公演が､同年の復活祭に

ハンブルクで開かれたドイツ青年会議のさいに上漬され

たレヴュー『警報　ハンブルク～上海Alarm-Hamburg-

SchanghaiJだった｡彼らの制作方法はピスカートアの『赤

いレヴュー』のそれの延長線上にあり､音楽も流行歌の

メロディーを組み合わせたものではあったが､彼らはこ

こで(アジプロ隊演劇)という､それまでのドイツには

なかった新しい労働者演劇の形態を確立した(なお『警

戟-』は､同年にKPDが｢中国から手を引け!｣とい

うスローガンのもと､中国に干渉する列国のためのドイ

ツの武器供給を阻止する抗議行動を起こすと､ 『中国か

ら手を引け! HandewegvonChina!』と表題を改めて公

刊された)｡

そしてその後まもなく､ (青シャツ隊)のドイツ客

演に刺激を受け､やがてKJVD第一アジプロ隊は(育

シャツ隊)と同様の集団演劇組織に発展していく｡翌

1928年3月21日(第三回青年の日)､ケムニッツで

アジプロ劇『ハロー､仲間の青年労働者たち! Hallo

KollegeJungarbeiter!』を上演したさい､彼らはここで
ダス･ローテ･シュプラ-ハローア

(赤いメガホン)を名乗り､さらに29年1月からは

KPDとKJVD中央宣伝部の協力で月刊誌『赤いメガホン』

が刊行されるようになった｡これはアジプロ劇上演のた

めの寸劇､モンタージュ場面､シュプレヒコール､歌､

詩､政治解説､演出の手引きなどを掲載したもので､ド

イツ労働者演劇連盟(ATBD)の『労働者舞台』ととも

にドイツ労働者演劇の主要機関誌となった｡

なお(赤いメガホン)は､ピスカートアヤ劇作家･演

出家のブレヒトBertoltBrechtと仕事をしていた作曲家

ハンス･アイスラーHarmsEislerと共同作業を行ってい

たことでも注目される｡アイスラーは1927年末からメ

ンバーとなり､作曲家･ピアノ奏者･指揮者として29

年初めまで活動､ 28年の『ハロー』ではオーケストラを

指揮したが､彼はこの(赤いメガホン)で､プロレタリ

ア的音楽の実践という､彼にとって決定的に新しい方向

を見出したのだった(5)｡

2.アジプロ隊運動の展開

(青シャツ隊)､そしてKJVD第一アジプロ隊およ

び(赤いメガホン)という二つの大きな刺激を受け

て､その後ベルリンでは(コロンネ･リンクス(左
トウルツペ･イム･ヴェステン

縦隊))､ラインラントでは(西　部　部　隊)､ドレ
ヂィ-･ローテン･ラケ-テン

スデンでは(赤いロケット)､シュテツテインでは

(fr�"a蝣雇主ヴ亡苗[)(6)など､ドイツ各地で瞬く間にアジ

プロ隊が結成され､本稿の冒頭に記したように､ 1927年

から29年までにかけて､その数は急速に増加した｡
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そのさなか､ 1928年4月8日にドイツ労働者演劇同盟

(DAThB)の第10回大会が開かれ､同盟の主導権が社民

党派から共産党派に移り､名称はgrBDとされ(単語の

順序を変えたのみ)､本部がライブツイヒからベルリン

に移されて､国際労働者演劇運動の一つとしての組織替

えがなされた｡このさい､芸術顧問には作家で批評家の

バラージュBelaBalazsが就任したが､翌29年5月､当
デイー･ロ-テン･ブル-ゼン

時アジプロ隊(赤シャツ隊)とともに仕事をしていた

ヴァンゲンハイム(先述の共産党シュプレヒコール『労

働の合唱』 『七〇〇〇』の作者)に芸術顧問が交代すると､

ドイツの労働者演劇運動の大勢がアジプロ隊的な方向を

志向するようになった<?>/なお千田是也はこのヴァンゲ

ンハイムと29年初めに知り合い､彼を通じて､ (赤シャ

ツ隊)主宰でATBDの新委員長に選ばれたアルトウー

ル･ピークArthurPieckやATBD芸術顧問(当時)のバ

ラージュを知り､同年3月にATBD全国代表者会議に出

席､以後ヴァンゲンハイムとの連帯の中で(赤シャツ隊)

の正式メンバーとなり､ドイツ･アジプロ演劇の活動に

意欲的に参加していく)｡

さて､このように展開していったアジプロ隊だが､上

演の具体的な内容についてみると､ (赤いメガホン)も､

他の多くのアジプロ隊も､形式としては雑多な出し物が

かわるがわる繰り広げられるレヴューにならったもので

あり､先述のピスカートア演出による『赤いレヴュー』

と『にもかかわらず!』を大きな手本としている｡とは

いえ彼らはこれにくわえ､別のジャンルを参考にし､あ

るいは､別の方面からの影響を受けてもいた｡

その一つはカバレット(風刺寄席)である｡例えば､

1929年5月の労働者弾圧(｢血のメーデー｣)を機に発足
ロ-タ- ･ヴェディング

した(赤いヴェデイング)は､映画館や屋外プール､菜

園団地(8)に､あるいは労働者のデモのさいに登場し､多

様なプログラムや機知に富んだ内容で際立っていたが､

隊歌『赤いヴェデイング』はエーリヒ･ヴァイネルト

ErichWeinertが作詞し､アイスラーが作曲したもので､

このヴァイネルトが辛妹な政治批判や社会風刺で知ら

れたカバレテイストだった｡ヴァイネルトはまた､書店

主で出版社主のレオン.ヒルシュLeonHirschの主導で
ヴェスペン

1926年秋に結成された　く雀蜂)の中心メンバーでもあ

り､この(雀蜂)は半ばアジプロ隊的なカバレット団と

して､ベルリン･ミッテ区のレストラン(ハツケベ-ア

Hackebar)を本拠とし､プロレタリアを主な観客として､

ベルリン各所の酒場､特にドイツ共産党の催しに出演し

ていた(9),なおこうしたヴァイネルトの活動は､ロシア

において(青シャツ隊)と連帯していたマヤコフスキー

のそれを思い起こさせる)｡

そしてもうひとつ､ドイツ･アジプロ隊の活動を特徴

づけていた要素として体操がある｡体操はピスカートア

の『赤いレヴュー』ですでに取り入れられていたが､ (コ

ロンネ･リンクス(左縦隊))など､まさに体操にその

源を発していたアジプロ隊もあった｡また興味深いこと

に､千田是也はこの(コロンネ･リンクス)のメンバ一
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とも接触している｡彼はドイツに到着してまもなくピス

カートアの劇場に出入りし､ここで(コロンネ･リンク

ス)の前進であるシュプレヒコール･グループの女性指

導者トラウテ･ノイマンと知り合い､グループの練習を

見学した｡その光景は次のように記されている｡

このグループはATBDではなく､労働者スポーツ

堕壁(フィヒテ(袷))のハイキング部に属していて､

メンバーは八十人ぐらい｡学校の体操場を借りて練

習をしていた｡大部分は若い男女の労働者だったが､

やはり中年･老年の連中がかなり混ざっているのが

眼についた｡

このグループは､さまざまの擬音器械のほか､太

鼓､ラッパ､ファンファーレ､テインパニーなどを

備えた騒音オーケストラをそのメンバーでつくって

おり､いろいろの装置に応用できる黒､赤の幕や照

明器具もかなり十分に持っていた｡

その翌年ATBDのパンフレットに彼女[ノイマン､

引用者注]が書いた文章を読むと｢無産者シュプレ

ヒコールとは階級意識に目覚めた革命的労働者の集

団作業｡その内容は労働者階級の闘争以外にはない｣

｢吾々の欲する事柄を明快に､誤解の余地なく表現

し､革命-の道を準備すること｣ ｢すべての動作は

明瞭で､技巧を弄さず､真実でなければならぬ……

殆どポスター的ともいえる簡潔で的確な言葉に動作

をぴったり合わせ……あらゆる個性的なものを切り

棄てること｣ ｢最小限の､最も低廉な手段を用いて

最大の効果をあげること｣を力説している｡

だが､ [中略]この種の大シュプレヒコールはそ

の後しだいに小型化され､この(フィヒテ)所属の

グループなども､やがてトラウテ･ノイマンの手

を離れて､ (コロンネ･リンクス)というアジプロ

隊に再編成され､ AT℃Dの指導下に置かれるように

なった｡ [下線は引用者I(10)

このようにアジプロ演劇は､受け手として労働者を念

頭に置いたために､旧来の教養主義的な演劇では重視さ

れなかった､歌や音楽､体操など､いわば観る者の感覚

に働きかける表現手段を多用した｡そして彼らアジプロ

隊の政治的メッセージは､個人と個人が行う対話だけで

なく､集団で行われる合唱やシュプレヒコール､あるい
ベヴェーグングスコ-〟

はそれに動きを交えた動きのコーラスという形で伝えら

れた｡

また動的･視覚的な要素についてさらに言えば､ダン

スが取り入れられたり､図解的な小道具が多く用いられ

たりもした｡千田是也がヴァンゲンハイムと共同で制作

し､アジプロ隊(赤シャツ隊)が主体となって制作され

た『レヴュー･インペリアリスムス』はそのような動

的･視覚的要素を活用した上演の好例である｡脚本は

(反帝世界連合)本部が集めた資料やレーニンの『帝国

主義』をもとにして書かれ､千田は仮面や小道具を制作

するとともに(日本帝国主義)の役で出演もし､鎧をつ



け､高下駄を履いて｢タップ･ダンス式剣舞｣をしたと

いう(ll)｡

アジプロ隊はしかし､労働者の観客の興味をひきつけ

る歌や音楽､体操といったような要素だけを充実させた

わけではない｡その一方では､ ｢生きた新聞｣の伝統に

ならった､同時代の社会問題を伝える寸劇の部分にも力

を入れていた｡そしてこうした動きに刺激され､従来の

職業演劇の場で､同時代の社会の矛盾を告発することを
ツアイトシュテユツク

意図して発展したのがいわゆる時事劇である(なお

この時事劇は､冷徹なまでに感傷的なものを排し､個人

の内面よりもむしろ同時代の社会の動きに焦点を当て､

これを客観的かつ簡潔にとらえることを旨とした当時の

文学潮流(新即物主義)にくみするものだった)0

時事劇を積極的に上演した代表的な集団としては､第

一次ピスカートア･ビューネの頓挫(1928)で失職した
グルツペ･ユンガ一･シャウシュピーラ-

メンバーから成る(青年俳優集　団)が挙げられ

る｡例えば彼らが28年にベルリン･タリーア劇場で初

演したランベルPeter Martin Lampel作の『感化院の暴

動Revoke im Erziehungshaus』は激しい議論を巻き起こ

し､ドイツの感化院改革の呼び水となった(12)｡あるいは

29年9月6日にベルリン･レッシング劇場で初演され

たヴォルフFriedrichWolf作の『青酸カリ(シアンカリ)

Cyankali』は､共産党員で医師だった作者ヴオルフが青

酸カリによる堕胎というテーマを扱い､数年来なされて

きた性革命論議､堕胎を禁止する刑法218条を撤廃せよ

との主張､そしてこの1929年に深刻になってきた不況

を背景に､望まざる妊娠に苦しむ婦人労働者の実態を明

らかにするという内容で､ (青年俳優集団)による上演

は大成功を収め､翌30年1月から4月にかけてはドイ

ツ各地での巡業が行なわれた｡また婦人労働者の置かれ

た悲惨な境遇というテーマは同時期に複数の劇作家が取

り上げており､そのひとつ､クレデCarlCrede作の『刑

法218条』はピスカートアが29年に失業俳優を集めて
コレクテイーフ

組織した　くピスカートア集団)によって上演され､こ

れもドイツ巡演を実現させる成功を収めた(なおこれら

の上演の成功は失業俳優の自主公演運動の契機ともなっ

た(13)

3. 1930年前後の変化-反ナチスのプロパガンダへ

以上のように､戯曲を主眼とせず､また既存の劇場を

必ずしも上演の場所とせずに､さまざまな場で多様な形

をとって展開されてきたアジプロ隊運動だったが､ 1930

年前後になると､それまで積極的に前面に押し出されて

いた､歌や音楽､集団での合唱やシュプレヒコール､そ
ベヴェ-グングスコ-ル

れに動きを交えた動きのコーラス､体操など､観客の感

性に働きかける表現手段が控えられるようになる｡その

背景としては第一に､いたずらにスローガンを叫んだり

戯画化を極端にしたりするのでは当局の弾圧を受けやす

くなったということがある｡また不況が進んで29年秋

には世界恐慌が起こり､失業した中間層をナチスが支持

層に取り込み始めたこともアジプロ隊の方針転換の大

きな理由だった｡つまり､ナチスのこの動きが多くのア

ジプロ隊に危機としてとらえられ､共産主義的世界観に

始めから共鳴する労働者層だけでなく､より広い社会層

の取り込みが企てられるようになったのである｡千田の

言葉を借りれば､ ｢労働者俳優たちは､従来のアジプロ

番組の思想的､芸術的紋切型を脱して､恐慌の重圧にあ

えぐ失業労働者､農民､小企業家､知識人たちに資本主

義の本質を､事実に即しながら(科学的)に証明し､幅

ひろい反ファシズム統一戦線に引き入れることができる

ような､新しい創造方法の探究に向かっていった｣(14)の

ど---, /こ｡

この方向-の第一歩が､ 1930年10月16日､ (赤いメ

ガホン)がベルリン･ヴェデイングの　くフアロス･ホー

ルPharussale)で上漬した『ソヴイエト権力のために

Fur die Sowjetmacht』だった｡これは彼らが共産主義青

年インターナショナルの招きで29年秋にソヴイエト･

ロシアに客演したさいの体験に基づいて制作された作品

だが､全三部からなるその内容は次のようなものだった｡

序幕のあと､まず第一部｢内戟から社会主義的復興-｣

では､第一次大戦と内戟時のロシアを回想する場面､新

しい建設の時期を示す場面に続いて､今日のドイツを示

す｢階級闘争､連帯､革命｡選べ､ドイツの労働者よ!｣

の場面が､そして｢1917年､ロシアの労働者と農民は革

命を選んだ! ｣の場面と五ケ年計画の場面が演じられる｡

つづく第二部｢ソヴイエト市民の社会的･文化的な歩み｣

では､プロレタリア独裁と五ケ年計画が勤労者の社会

的･文化的生活に及ぼした作用が語られるとともに､ナ

チスのデマゴギ-の嘘が暴露され､ ｢国民的自由は階級

闘争だけが獲得できる!｣という主張がなされる｡そし

て最後の第三部｢ソヴイエト連邦の防衛｣では､資本主

義世界の危機が､またソヴイエトを支援するための(十

字軍) (-赤軍)が組織され始める様子が示されたあと､

作品と同名の歌『ソヴイエト権力のために』が合唱され､

これが｢われわれはわれわれの血をソヴイエト権力のた

めに与える!｣という誓いで結ばれ､上演もまた結びと

なる(15)千田によれば､この上演は(赤いメガホン)の

隊員の情熱や技術水準の高さ､形式の新しさ､特にアン

サンブルの見事さによって､労働者だけでなく､職業演

劇人にも深い感動を与えたという(16)｡

そして､やがてこの｢職業演劇人｣たちの側からも同

様､ナチスに対する対抗勢力をつくるための上演を制作

する動きが起こる｡その先駆けは､失業俳優が中心と

なった　くどスカートア集団)が1931年1月､ベルリン

の労働者地区街の中心にあるヴァルナ-劇場で初演した

ヴオルフ作『タイ･ヤンは目覚めるTaiYangerwacht』

だろう｡これはナチスを名指しして批判したものでない

が､制作当時のドイツと中国の状況が似通っていること

を観客に示し､中国革命時､階級全体の幸福を求める新

しい中国人として目覚める主人公の少女タイ･ヤンを､

観客が自身を重ねるべき人物として示すことで､観客

を共産主義勢力に共感させようとする上演だった｡そし

て､俳優と観客､舞台と客席を一体化させ､舞台の出来
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事が現実の出来事に密接に関わるものであることを観客

に理解させるために様々な工夫がなされた｡例えば上演

の冒頭についてみると､幕は最初から開いており､舞台

は何もない裸舞台に近く､俳優は客席から普段着で登場

し､始め日常の会話をかわし､それから次第に自分の役

になっていき､戯曲の内容を演じていった｡また舞台上

ではスローガンや統計を記した横断幕が広げられ､客席

の側でも二階席の手すりから同様の幕が吊り下げられた

(装置はハートフィールドJohnHeartfieldによる)｡

この『タイ･ヤンは目覚める』が上演された1931年

1月､ KPD中央委はファシズムの危険についての過小

評価を批判し､ファシスト独裁に対する統一行動､その

一環としての知識人対策の改善を呼びかけ､これに応じ

てATBDは労働者演劇のみの育成を主眼とした従来の態

度を改め､進歩的な作家や演劇人との結びつきを強化し

はじめる｡そんな中､ヴァンゲンハイムは彼の助力を求

めに来た若い失業俳優たちと(劇団1931)を結成､こ

れに千田是也も参加した｡この劇団の特色は､千田いわ

く､どのような革命的思想や創造方法をもつにせよ､職

業俳優はほとんどが中産階級の出身である､ということ

をはっきり自覚した職業俳優が､自分たちと同じ中産階

級に属する観客を主な対象とし､彼らを労働者階級の味

方にする､という明確な政治的目標をもって芝居を創っ

ていく点にあった(17)｡そしてこの姿勢のもと､旗揚げ公

演『鼠落とし』 (1931)が制作された｡その内容は､失

業したサラリーマンのフライスイヒ(｢勤勉｣の意)が､

過去のブルジョア的な生活に始め固執するものの､次第

に労働者層との連帯に目覚めていく､というもので､ 『ハ

ムレット』の同名の劇中劇『鼠落とし』のように､フラ

イスイヒと同じ､あるいは似た境遇の中間層の観客が､

この上演を手がかりにして自身の置かれた状況を自覚す

る､ということが意図されていた｡そして『タイ･ヤン

は目覚める』の上演と同様､俳優はときに｢役を演じる

俳優｣として舞台に登場し､また舞台と客席の間を行き

来して､観客に傍観者の姿勢を､つまり彼らに関係のな

い物語の展開を追うのだという姿勢をとらせなかった｡上

演は大当たりをとったが､これはもちろん､彼らがナチス

から強く敵視されることを意味するものでもあった(18)｡

こうしてアジプロ隊およびそれに共鳴する職業演劇人

たちは､ 1930年前後､反ナチスのプロパガンダを活発に

展開し始めた｡だがそれから間もなくの1931年4月2

日､緊急大統領令(3月28日)に基づいて､アジプロ

隊が集会に登場することを原則的に禁止する警視総監令

が発され､労働者演劇は非合法的活動を強いられること

になる(19)｡そして33年､ヒトラーが全権を掌握すると､

(劇団1931)を皮切りに､ついにドイツのアジプロ隊､

およびアジプロ隊が関わった劇団は強制解散させられ､

ピスカートアやヴァンゲンハイム､フアレンティーンな

ど､多くの演出家や俳優が亡命を余儀なくされたのだっ

た｡

main声

(赤いメガホン)に始まり(劇団1931)に終わったド

イツ･アジプロ演劇運動はわずか5年ほどの命ではあっ

たが､この運動は､数多くの新たな試みの揺藍となった､

いわば演劇の実験室だった｡そこではシュプレヒコール
ペヴェーグングスコ-ル

や動きのコーラス､体操やダンスなど､身体表現のもつ

可能性が模索され､あるいはレヴューやカバレットとい

う､それまでの演劇が切り捨ててきた､いわゆる高尚な

芸術ではないロー･アートの要素が積極的に取り入れら

れた｡こうした試みは同時代の劇作に多大な刺激を与え､

『青酸カリ』の作者ヴオルフなどは33年の文で､ ｢どれ

ほど演出家ピスカートアが､ブレヒトやヴァンゲンハイ

ムが､また私自身が､どれほど私たちが自らの仕事にお

いてアジプロ舞台の形式的要素に負っているかは前々か

ら強調していたことだ｣(20)とその影響を認めている｡ま

た同時代の戯曲に与えた影響だけでなく､舞台そのもの

についてみてもドイツ･アジプロ演劇は独特である｡そ

こでは戯曲のテキストも､また上演場所としての劇場も

絶対視されていない｡つまり､上演が行われる前､実現

されるべきものとして想定される(作品)よりも､上演

中に観客に与えられる(作用)が､言い換えれば､ (作

品美学)ではなく(作用美学)が主眼となっており､こ

うした特徴は現代の(ポストドラマ演劇) (レ-マン)

とも類縁性をもつものである｡戯曲からも劇場からも自

由であろうとした1930年前後のドイツ･アジプロ隊の

活動は､当時のドイツの劇作に新たな可能性を示した点

で演劇史上重要であり､そして演劇史の一章として過去

の出来事であるにとどまらず､その実践の点で､現代の

演劇研究･パフォーマンス研究においても今後注目され

るべき演劇なのである｡

注(1)千田1975､ 187-　　　頁｡

(2)平井(1981)､ 456頁｡

(3)千田1975､ 172頁｡

(4)以上､ (青シャツ隊)についてはHof血nann/Hoff-

mann-Ostwald (1977), S. 239比､千田(1975)､ 187

188頁､亀山､ 108-109頁､平井1981 ､452頁､

468頁参照｡

(5)以上､ KJVD第一アジプロ隊および(赤いメガホン)

についてはHof血Iann/Hof血nann-Ostwald (1977), S.

208ff.､千田1975､ 187-188頁､平井1981 ､

415-416頁､ 452頁､ 471頁､平井1982 ､ 36頁

参照｡なお『ハロー』については脚本とフアレン

ティーンによる解説がHof血Iann/Hoffmann-Ostwalt

(1977), S. 297ff.に収められている｡

(6)これは(劇団1931) (本文で後述)に参加した､千

田是也の妻イルムガルト･クリムが所属していたア

ジプロ隊で､千田は31年の帰国後､自身が参加し

たアジプロ隊をこれにちなんで(メザマシ隊)と名

づけた(なお(メザマシ隊)は32年2月から34年

7月まで存続した)0

(7)以上､ KJVDアジプロ隊とATBDの活動の展開につ

いては千田(1975)､ 170頁､ 188頁､平井(1982)､
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40-41頁､ 118頁､ 128頁､ 137頁参照｡なお1929

年にはKJVDアジプロ隊の第一回全国大会が開かれ､

KJVDの全アジプロ隊がATBDに加わり､その中で

の党フラクション活動を強化すること､労働者劇団

のアジプロ隊化をはかることが決定された｡この結

果､ドイツの革命的労働者演劇運動の中に〟rBD党

フラクションとKJVDアジプロ隊センターが並存す

ることになったが､次第に後者の演劇面･文化面の

活動の指導がATBDに移され､ 1931年以後､ KⅣp

のアジプロ隊は完全にATBDの指導下に置かれた

(千田1975 ､ 188頁参照)｡

(8)これは市内や郊外に設けられた大規模な菜園のこと

である｡敷地は一定の広さで区切られており､それ

ぞれの区画が､主に市内の集合住宅に住む､自分の

庭を持たない各家庭に割り当てられている｡

(9)ヴァイネルトとその周辺については平井1981､

217頁､ 364頁､同(1982)､ 191頁参照｡なお『赤

いヴェデイング』はのちに最も普及した反ファシズ

ム闘争歌となった(平井(1982)､ 191頁参照)｡

(10)千田(1975)､ 171頁｡

(ll)千田(1975)､ 192-193頁｡

(12) 『感化院の暴動』はランベルが(青年俳優集団)の

ために2週間で書きあげた戯曲で､そのたたき台と

なったのは､同じ1928年､ランベルが34歳のと

きに著したルポルタージュ『苦悩の若者Jungenin

Not』である｡青少年問題に関心を寄せていた彼は､

模範的とされたあるプロイセンの感化院に6週間滞

在し､このルポルタージュを書いた｡

(13)時事劇を上演した劇団については平井(1982)､ 104

頁､ 168頁参照｡ちなみに(青年俳優集団)は1932

年1月､マキシム･ゴーリキー原作､ブレヒトとア

イスラーの翻案による『母』を､カスバ一･ネ-ア-

の装置､ブレヒトの演出により､ベルリンの｢コメ-

デイエンハウス｣で初演した｡ブレヒトが｢非形而

上学的､非アリストテレス的演劇｣と呼んだこの作

品はブレヒトが亡命する前の最後の演出作品である

(平井(1982)､ 410頁参照)｡

(14)千田(1975)､ 286頁｡

(15) Hoffmann/Hoffmann-Ostwald (1977), S. 197-227､平

井(1982)､ 285頁参照｡

(16)千田(1975)､ 286頁｡

17　千田1975､ 213頁｡なお千田は､ (劇団1931)の
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